
【11月・０歳児・高月齢】 ほいくのおまもりプラス

Ａさん（高月齢／男児／活発）
（１歳７カ月／４月生まれ）

Ｂさん（高月齢／女児／活発）
（１歳６カ月／５月生まれ）

Ｃさん（高月齢／男児／静か）
（１歳５カ月／６月生まれ）

Ｄさん（高月齢／女児／静か）
（１歳４カ月／７月生まれ）

子どもの姿

１．自分でズボンを履こうとしたり、靴や靴下を
脱ごうとしていた。
２．散歩の際は散歩カートに立って乗ったり保
育者と手をつないで歩き、公園では自由に散
策を楽しんでいた。
３．名前を呼ばれると喜び、手をあげたり「あ
い」と返事ができた。

１．手洗いの際に腕まくりすることを伝えられる
と、「ぎゅっ」と言って自分なりに袖を上げようと
していた。
２．園庭や公園では自由に歩くことを楽しみ、
気になるものを見つけると指差ししながら
「あっ」と声を出して伝えようとしていた。
３．午睡の際は自分で布団に向かいすぐに入
眠し、おやつの時間までなかなか起きない。

無料版：２名分
↓

有料版の
"おまもりプラス"

は12名分が

閲覧＆DL可能！

ねらい

１．保育者と一緒に簡単な着脱をしてみようと
する
２．戸外での散策を楽しむ中で、秋の自然に触
れる

１．手洗いをして清潔になった心地よさを感じる
２．自分なりの言葉やしぐさで思いを伝えようと
する

内容

１．保育者に見守られたり手伝ってもらいなが
ら、ズボンや靴下の着脱をする。
２．園庭や公園で、保育者と一緒に虫や落ち
葉、ドングリなどの自然物を見つけて楽しむ。

１．戸外遊びの後や食事の前に、保育者と一
緒に丁寧に手洗いをする。
２．自分なりに表現した思いを保育者に受け止
めてもらい、伝わる喜びを感じる。

環境構成
配慮
援助

１．自分でしようとする姿を大切にしながら、ズ
ボンを履きやすいように置いたり、靴下を脱ぎ
やすいように足の甲まで下げ、本児自身で脱
ぐことができるようにする。必要に応じて援助し
ながら「履けたね」「できたね」と言葉にして、自
分でできた達成感を味わえるようにする。
２．散策を楽しむ中で身の回りの自然物に興味
が持てるように、「葉っぱが落ちているね、カサ
カサ音がするよ」「トンボが飛んでいるね」と言
葉がけをしていく。落ち葉やドングリなどに触る
機会を作り、誤って口に入れないように注意し
ながら、本児が感じる驚きや不思議さに共感す
る。

１．手を洗う前には服が濡れないように腕まくり
することを伝え、自分で行うのが難しそうなとき
は援助する。「一緒にきれいにしようね」と本児
の後ろに回り、手を添えながら石けんを使って
丁寧に洗い、きれいになった心地良さに共感
する。
２．本児が発する言葉やしぐさを見逃さず、「○○
なんだね」「○○があるね」と丁寧に言葉にして
返しながら受け止め、伝わる喜びを味わえるよ
うにする。言葉にできずに泣いたり怒ったりす
る姿も認め、「悲しかったね」「○○したかったね」
と本児の思いを代弁しながら寄り添う。

食事

（幼児食）
・手づかみやスプーンでよく食べているので、
自分で食べようとする姿を尊重し見守ってい
く。
・スプーンから食材がこぼれてしまうこともある
ので、さりげなく手を添えて援助する。

（幼児食）
・スプーンを片手に持ちながら手づかみでよく
食べるので、「おいしいね」「たくさん食べられる
ね」と伝えながら、楽しい食事の雰囲気を作っ
ていく。
・自分で食べようとする意欲を尊重し、「次はど
れを食べようか」と声をかけながら見守り、援
助が必要な時はさりげなく行う。

家庭の連携

３．名前を呼ばれると返事をしたり、本児なりの
言葉やしぐさで保育者とやり取りを楽しんでい
る姿を伝え、日々の成長を感じられるようにす
る。
・戸外遊びで着るための、フードが付いていな
い上着を用意してもらう。

３．家庭での就寝時間への影響や体調の変化
がないかなどをこまめに確認し合い、長く寝す
ぎてしまいそうなときは優しく起こして、生活リ
ズムの乱れを防ぐ。
・園で気に入っている絵本や好きなわらべうた
を紹介し、家庭でも楽しめるようにする。

評価・反省

１．引っかかったり難しい部分はさりげなく援助
し、「できたね」と伝えながら自分でできた感覚
を味わえるようにした。自信や意欲につながる
ように、できた喜びに共感しながら見守る。
２．公園では落ち葉の上を歩いて音や感触を
楽しんだり、「どんぐりころころ」を歌いながらド
ングリを拾って楽しむことができた。来月も気温
や体調に応じて、戸外遊びを十分に楽しみた
い。

１．手洗いの前に自分で腕まくりをしようとする
姿が増えたが、そのまま洗い出して袖が濡れ
ることもあった。必要に応じて「濡れちゃったか
ら着替えようか」と誘って安心できるようにしな
がら、少しずつ習慣が身に付いていくように援
助する。
２．本児なりの表現を丁寧に受け止めて応答し
ていった。絵本や歌を通して言葉が増えてきた
ので、楽しさを共有しながらさらに発達を促せ
るように関わっていく。

子どもの姿の１，２は『内容／ねらい／環境構成・配慮・援助』、３は『家庭との連携』と連動しています。

敬称と性別表記：ウェブサイトに当社方針を記載しております。


